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ところざわ市議会だより 第２17号第２17号

議 　  審 議案
１２月定例会議での

●議案等の審議‥‥‥‥‥‥‥ ２～６ページ

●一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥ ７～１１ページ

●ギカイレポート‥‥‥‥ １２～１５ページ

●所沢から輝け！！‥‥‥‥‥‥ １６ページ

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

今回の主な内容

決算の認定、市長提出議案などのおもな概要

認定第１号～認定第１０号

令和６年度所沢市一般会計・特別会計・事業会計決算の認定認定
　する

決算特別委員会で集中審査

　令和７年９月に決算特別委員会を開催し、４日間にわたり審査を行いました。その後、１２月定例会議にて委員

長報告、討論、採決を行いました。審議結果、議員別賛否一覧は６ページをご覧ください。

討討
　論論 認定第１号、第５号、第６号、第７号　に　反対

日本共産党所沢市議団  中井めぐみ 議員

標準準拠システム ? は、自治体のカスタマイズ、仕様変更が行いにくくなる。集中リスクによる大規模障害が

起きた場合、住民サービスが後退しかねない。マイナンバーカードは、情報連携の範囲が急速に拡大している

一方で、プライバシー保護や安全性を確保する制度が追いついていないため、反対する。

認定第１号 令和６年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定について

保険税の賦課限度額の引上げが含まれており、国が進める国民健康保険の都道府県単位化、都道府県統一の方

針に基づいて進められているが、加入者への負担増は認められないため、反対する。

認定第５号 令和６年度所沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

物価高で苦しむ市民が多い中で、保険料の引上げやガバメントクラウド利用のためのシステム移行委託料が含

まれているため、反対する。

認定第６号 令和６年度所沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

保険料の引上げが含まれており、財源確保を後期高齢者医療保険料からすることは世代間の分断につながり、

年金も上がらず、物価高の中で高齢者の暮らしをさらに苦しめることとなるため、反対する。

認定第７号 令和６年度所沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

⬇

�

討
論
の
様
子

は
コ
チ
ラ

【開催期間】１２月１日～１２月１９日 (１９日間 )
【市長提出議案】	 補正予算	 １１件
	 条例関係	 ８件
	 契約関係	 ２件
	 和解	 ３件
	 区域の変更等	 ２件
	 市道認定・廃止	 ２件
	 名誉市民の推挙	 １件
	 訴えの提起	 １件
	 人事関係	 ６件
【請願】		  ２件
【議員提出議案】		  ２件

効率的な住民サービスの提供やコスト削減を目指し、全国の自治体の業務システムを統一したもの。? 2



令和８年（２０２６年） 2 月１５日 ところざわ市議会だより

市民医療センター再整備事業 （  市民医療センター　２９９２－１１５１）

事業費：３，６９０万円

市民に信頼され、利用される病院を
議案第１２８号　令和７年度所沢市病院事業会計補正予算（第１号）

原案
　可決

議案第１３０号　所沢市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例制定について

　令和６年度に市民医療センター再整備工事設計業務委託契約を締結し、再整備工事の設計を行ってい

るが、第一種低層住居専用地域内での再整備であり、近隣の良好な住環境に配慮するために追加業務

が発生し、契約金額と契約期間を変更する必要が生じたことから、病院事業会計予算の補正を行います。

　児童福祉法の改正により、令和８年度から乳児等通園支援事業（通称：こども誰で

も通園制度）を実施するにあたり、乳児等通園支援事業の設備と運営について、国が

定める基準をもとに、新たに条例を定めます。

保護者の働き方やライフスタイルを問わず、保育施設を利用できる新しい制度です。

今回の事業では、地盤レベル（建物の高さや深さを決める基準となる地面の高さ）の調整を行うということだ

が、詳細について伺いたい。
問

再整備事業では、現在の病院を運営しながら新病院を建設する計画で、現在の病院の西側敷地内の駐車場部分に

新病院を建設する予定である。新病院建設エリアとなる敷地西側から保健センターの正面玄関にかけて、約１．

６ｍの高低差がある傾斜地となっているため、高低差を解消するための地盤調整を行う。
答

保育士不足が常態化している中で、実現可能なのか、配置はどのように考えているのか。問

本事業は、必ずしも全ての保育施設での実施が義務付けられているものではない。公立保育園と民間保育施設等

で、設備基準や職員配置基準を満たすよう、実施に向けた検討を行っている。
答

外観イメージ（南東側）
市民医療センター
再整備基本計画は
こちら

こども誰でも通園制度が始まります原案
　可決

（  条例について：こども政策課　２９９８－９４１５）（  運営について：保育幼稚園課　２９９８－９１２６）

とは？

０歳 １歳 ２歳
就労要件あり 保育所、認定こども園等

就労要件なし
（こども誰でも通園制度）

利用対象のこども　０歳６か月以上満３歳未満、保育所・認定こども園等に通っていない

利用できる時間　こども１人につき月１０時間まで

利　　用　　料　こども１人１時間あたり３００円（標準）

新病院 保健センター現病院解体後
↓

駐車場

所沢准看護学院 所沢看護専門学校

配置計画

3



ところざわ市議会だより 第２17号第２17号

不
　採
　　択

不
　採
　　択

請　　願

建設環境常任委員会で審査を行いました

健康福祉常任委員会で審査を行いました

議員提出議案

埼玉県立高等学校体育館へのエアコン設置充実を求める意見書

重点支援地方交付金の拡充と地方自治体への迅速かつ丁寧な支援を求める意見書

議員提出議案第１１号

議員提出議案第１２号

意見書全文はコチラ

除去土壌持ち込みを規制する条例の制定を求める請願請願第２号

所沢市児童クラブにしとみ遊学舎の開設計画の見直しと候補地を他の場所へ変更することを求める件請願第３号

　　　　　政府は２０２４年１２月、官房長官を長とする「全閣僚会議」を設置し、「復興再生利用」

の名の下に県外最終処分に向けた事業を進めつつあります。放射性物質による人への影響を考慮し

ない事業に対し、市議会が市民の命と暮らしを守るため「除去土壌持ち込みを規制する条例」を制

定するよう求めます。

要　旨

　　　　　市は西富小学校区に定員４０名の「児童クラブにしとみ遊学舎」の開設を計画しており

ますが、その開設計画の見直しと候補地を他の場所へ変更することを求めます。

要　旨

審査に当たり、現地調査を行い、紹介議員に説明を求めるとともに、参考人として請願者と運営事業者

から意見を伺いました。

既に１２名から入所の申込みがあったとのことだが、もし「児童クラブにしとみ遊学舎」が使えなくなってしま

った場合、申込みをした方はどうなるのか。
問

仮に開設できないとなると、その方の行き場がなくなってしまう。そのため、地域の皆さんに丁寧に継続的に説

明していくことで、令和８年４月に「児童クラブにしとみ遊学舎」を開設したいと思っている。
答

　近年の気温上昇により、夏の気温が３５度を超える日も珍しくなくなっている。教育現場においても従前にも増
して暑さ対策が求められ、実際に講じられている事例も見られる。しかし、残念なことに埼玉県の県立高等学校に
おける体育館の空調設備設置率は、１３７校中８校にとどまり、わずか５．８％という状況である。気温上昇を理
由に夏の体育の授業は大きな制約を受けている。さらに、部活動においても熱中症の危険性や練習時間の制約があり、
生徒の活動が制限されている現状がある。
　また、体育館は災害時に指定避難所としての役割も担っている。地域防災拠点としての役割を考えても、現状は
到底十分とは言えない状況である。少子化により今後生徒数の減少は避けられないが、県立高等学校体育館におけ
る空調設備の充実は、教育環境の平等性確保、生徒や学校関係者の安心・安全、さらには避難所利用者の命を守る
ためにも極めて重要である。よって、本市議会は県立高等学校体育館へのエアコン設置の充実を強く求め地方自治
法第９９条の規定により意見書を提出するものである。

　国において、地域の実情に応じた政策展開を支援するため重点支援地方交付金を創設し、毎年度の社会経済情勢
を踏まえたテーマ設定のもと、地方自治体の取組を後押ししている。
 重点支援地方交付金の効果的な運用は、地域経済の底上げや住民生活の安定に直結するものであり、国・地方が一
体となって取り組むことが不可欠である。よって、政府に対して、地方の現場に寄り添った柔軟かつ持続的な支援
策を講じられるよう強く求め、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出するものである。

高校生からの声が議会を動かした

　令和７年７月に開催した高校生対象の議会報告会（市議会だより２１６号に掲載）では、意見交換の中で県立

高等学校体育館へエアコンを設置してほしいという声が多くあがりました。

4



令和８年（２０２６年） 2 月１５日 ところざわ市議会だより

【討論】請願第３号の採択を主張

令和７年１２月定例会議　審議結果
市長提出議案 (３６件 ) ■賛否の分かれた議案等  については、議員別賛否一覧をご覧ください。

中井めぐみ  議員

日
本
共
産
党
所
沢
市
議
団

審査の中で、地域への説明会が遅れ、反対する近隣住民の署名が多数集まるなど、

理解が十分に得られていなかったことが明らかとなった。放課後児童クラブを運

営していく上で大切な地域との連携、信頼関係が構築できない中での活動は、児

童はもとより、支援員も日々近隣に気を使いながらの活動となる。そのような状

況であるにもかかわらず、市がこの場所に放課後児童クラブの開設を許可したこ

とに疑問が残る。

石本 亮三  議員

立
憲
リ
ベ
ラ
ル
の
会

保留児童の問題が大変深刻かつ解決すべき政治課題であることは承知している

が、こどもたちの交通安全の視点、開設候補地の場所、地域住民への周知、運営

事業者の対応の４点に疑問がある。請願の審議結果にかかわらず、事業者の皆さ

んには地域の方々との親睦を深め、今回のことで生まれた地域との壁を少しでも

解消するための努力を望む。市の担当者は、請願審査で答弁したことを決して忘

れることなく、今後の対応も責任を持っていただきたい。

斎藤 由紀  議員

至
誠
自
民
ク
ラ
ブ

児童クラブの新設は地域の保護者から要望されているところであり、早期開設が

望ましいと考える。しかし、請願が提出され、慎重審議を重ねた結果、看過でき

ない複数の懸念点が明らかになった。こどもたちが安心・安全に、そして健やか

に生活する場として本候補地は適切ではない。現状の懸念事項を踏まえ、請願を

採択し、こどもを中心としたまちづくりを掲げる小野塚市長に政治的判断を求め

ることが必要だと考える。

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果

議案第１１９号 令和７年度所沢市一般会計補正予算（第６号）

予　　算

原案可決

議案第１２０号 令和７年度所沢市交通災害共済特別会計補正予算（第１号）

議案第１２１号 令和７年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

議案第１２２号 令和７年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第２号）

議案第１２３号 令和７年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案第１２４号 令和７年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案第１２５号 令和７年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

議案第１２６号 令和７年度所沢市水道事業会計補正予算（第１号）

議案第１２７号 令和７年度所沢市下水道事業会計補正予算（第２号）

議案第１２８号 令和７年度所沢市病院事業会計補正予算（第１号）

議案第１２９号 所沢市歴史的建築物の保存及び活用に関する条例制定について 市民文教

議案第１３０号 所沢市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例制定について
健康福祉

議案第１３１号 所沢市特定教育・保育施設等重大事故再発防止検証委員会条例の一部を改正する条例制定について

議案第１３２号
所沢市一般職の任期付職員の採用等に関する条例及び所沢市一般職員の給与等に関する条例の一部を改
正する条例制定について

総務経済
議案第１３３号

所沢市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び所沢市常勤の特別職の職員の給与等に関
する条例の一部を改正する条例制定について

議案第１３４号
所沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例制定について

健康福祉議案第１３５号 所沢市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

議案第１３６号
所沢市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定に
ついて

議案第１３７号 旧コンポストセンター跡地利活用事業契約締結についての一部変更について 総務経済
可　　決

議案第１３８号 弥生町歩道橋長寿命化工事請負契約締結について 建設環境
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ところざわ市議会だより 第２17号第２17号

各議員の賛否を表示しています。議員別賛否一覧 賛成：〇　反対：×

自由民主党・ 
維新・参政・ 
無所属の会

公明党 至誠自民クラブ
日本共産党
所沢市議団

市民クラブ 
未来

さきがけ

立
憲
リ
ベ
ラ
ル

の
会

立
憲
民
主
党
・ 

れ
い
わ
新
選
組

斉
藤
か
お
り 

神
戸　

鉄
郎

佐
野　

允
彦

大
庭　

祥
照 

前
田　

浩
昭

入
沢　
　

豊

石
原　
　

昂

植
竹　

成
年

大
久
保
竜
一

川
辺　

浩
直

亀
山　

恭
子

山
口　

浩
美

福
原　

浩
昭

谷
口　

雅
典

大
石　

健
一

大
舘舘　

隆
行

秋
田　
　

孝

斎
藤　

由
紀

小
林　

澄
子

中
井
め
ぐ
み 

花
岡　

健
太

矢
作
い
づ
み

松
本　

明
信

粕
谷
不
二
夫

中　
　

毅
志

青
木　

利
幸

島
田　

一
隆

長
谷
川
礼
奈

荻
野　

泰
男

石
本　

亮
三

末
吉
美
帆
子

長
岡　

恵
子

赤
川　

洋
二

議案第１１９号 〇

欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第１２３号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第１２５号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第１３０号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第１３１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第１３３号 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第１３４号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第１３５号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 第 １ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×

欠
席

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 第 ５ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×
認 定 第 ６ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認 定 第 ７ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
請 願 第 ２ 号 × 欠

席
× × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 × × × × × × × × 〇 〇

請 願 第 ３ 号 × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × ×

番　　号 件　　　　　　名 結　果

第 ２ 号 除去土壌持ち込みを規制する条例の制定を求める請願
不 採 択

第 ３ 号 所沢市児童クラブにしとみ遊学舎の開設計画の見直しと候補地を他の場所へ変更することを求める件

請願 (２件 )

議案番号 議　案　件　名 結　果

第１１号 埼玉県立高等学校体育館へのエアコン設置充実を求める意見書について
原案可決

第１２号 重点支援地方交付金の拡充と地方自治体への迅速かつ丁寧な支援を求める意見書について

議員提出議案 (２件 )

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果

議案第１３９号 
～ 

議案第１４１号
消費税相当額の過払いに係る和解について 健康福祉

可　　決
議案第１４２号 町の区域の変更について

総務経済
議案第１４３号 字の区域の変更及び廃止について

議案第１４４号 市道路線の認定について
建設環境

議案第１４５号 市道路線の廃止について

議案第１４６号 名誉市民の推挙について 総務経済 同意する

議案第１４７号 令和７年度所沢市一般会計補正予算（第７号）

―

原案可決

議案第１４８号 訴えの提起について 可　　決

議案第１４９号 固定資産評価審査委員会委員選任の同意を求めることについて

同意する諮問　第４号 
～ 

諮問　第８号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果

認 定 第 １ 号 令和６年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定について

決算特別 認定する

認 定 第 ２ 号 令和６年度所沢市交通災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ３ 号 令和６年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ４ 号 令和６年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ５ 号 令和６年度所沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ６ 号 令和６年度所沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ７ 号 令和６年度所沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ８ 号 令和６年度所沢市水道事業決算の認定について

認 定 第 ９ 号 令和６年度所沢市下水道事業決算の認定について

認 定 第1 0 号 令和６年度所沢市病院事業決算の認定について

決算認定 (１０件 )
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議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市

に
対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ

と
あ
り
ま
す
。

※�

各
議
員
の
一
項
目
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の

質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

一　
 

質
問

般

12
月
定
例
会
議
で
の

⬆ 動画はコチラ

? ペロブスカイトと呼ばれる結晶構造を持つ化合物を用いた太陽電池を指し、軽量で折り曲げ可能などの特性を持つことから、設置
する場所を選ばないなどのメリットがあります。

Ｑ
西
川
材
の
間
伐
材
を
利
用

し
た
は
し
ら
ベ
ン
チ
を
バ
ス
停

の
ベ
ン
チ
に
活
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。
例
え
ば
、
駅

の
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に
バ
ス
待
ち

の
方
が
利
用
で
き
る
ベ
ン
チ
を

設
置
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な

い
か
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
路
線
バ
ス
の
運
行
事
業

者
に
改
め
て
確
認
し
た
が
、
西

川
材
の
は
し
ら
ベ
ン
チ
に
限
ら

ず
、
維
持
管
理
上
の
課
題
や
ト

ラ
ブ
ル
等
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
駅
の
ロ
ー
タ
リ
ー
内
外

を
問
わ
ず
、
バ
ス
停
に
ベ
ン
チ

を
設
置
す
る
予
定
は
な
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
バ
ス

の
バ
ス
停
に
西
川
材
の
は
し
ら

ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

費
用
面
や
安
全
な
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
難
し
い
と
考
え
て
い
る

が
、
は
し
ら
ベ
ン
チ
以
外
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
設
置
場
所
の

問
題
、
そ
の
ほ
か
現
地
の
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
設
置
の
可

否
を
検
討
し
て
い
く
。

日本共産党
所沢市議団
矢作いづみ

バ
ス
停
に
西
川
材
の

は
し
ら
ベ
ン
チ
の
設
置
を

Ｑ
県
立
高
校
の
共
学
化
、
再

編
の
動
き
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
の
か
。
あ
わ
せ
て
、

共
学
化
に
よ
り
、
生
徒
の
学
校

選
択
の
幅
が
狭
ま
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
懸
念
に
つ
い
て
、

教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
県
立
高
校
の
共
学
化
、
再

編
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の

進
路
選
択
に
関
わ
る
こ
と
と
し

て
、
そ
の
動
向
を
把
握
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
男
女
別
の
学
校

へ
の
進
学
を
希
望
す
る
※

受
検
生

に
と
っ
て
は
、
別
学
の
ほ
う
が
選

択
肢
が
保
障
さ
れ
る
と
の
受
け

止
め
が
あ
る
一
方
、
共
学
の
学
校

が
増
え
る
こ
と
で
、
受
検
生
の

学
校
選
択
肢
が
増
え
る
と
の
受

け
止
め
も
あ
る
と
理
解
し
て
い

る
。
学
校
や
教
育
委
員
会
で

は
、
多
様
な
考
え
方
や
、
生
徒
、

保
護
者
の
意
向
等
を
尊
重
し
、

受
検
生
が
適
切
な
進
路
選
択
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
支
援
を
し
て
い
く
。
（
※

埼
玉
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者

選
抜
実
施
要
項
等
に
「
学
力
検

査
を
受
検
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

「
受
検
生
」
と
し
て
い
ま
す
。
）

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
神戸　鉄郎

様
々
な
希
望
を
持
つ
中
学
生
の

多
様
な
学
校
選
択
の
保
障
を

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
斉藤かおり

Ｑ
物
価
高
騰
が
続
き
、
市

民
も
生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い

る
。
今
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
中
核

市
を
目
指
す
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

や
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

Ａ
中
核
市
へ
移
行
す
る
と
、

民
生
、
保
健
衛
生
、
環
境
、
ま

ち
づ
く
り
、
文
教
と
い
っ
た
各

分
野
に
お
い
て
、
様
々
な
事
務

権
限
が
県
か
ら
移
譲
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

高
い
自
主
性
を
備
え
、
自
ら
の

責
任
と
判
断
に
お
い
て
、
よ
り

質
の
高
い
き
め
細
や
か
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
複
雑
化
・
多
様

化
す
る
地
域
課
題
に
迅
速
か
つ

的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
と
い
っ
た

乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
の
で
、

中
核
市
移
行
に
向
け
て
市
民
が

不
安
に
感
じ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
丁
寧
に
準
備
を
進
め
て
い

く
。

中
核
市
移
行
に
向
け
た現

状
の
認
識
は

Ｑ
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電

池
?
の
よ
う
な
新
技
術
に
つ
い

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
未
確

立
、
高
コ
ス
ト
、
有
害
物
質
、
長

期
耐
久
性
と
い
っ
た
課
題
を
市

は
ど
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
の
導
入

に
当
た
り
、
今
の
環
境
対
策
が
将

来
の
こ
ど
も
た
ち
へ
の
負
担
の
先

送
り
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、
何
ら
か
の
判
断
基
準
を
設
け

て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

Ａ
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電

池
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
環

境
省
で
補
助
事
業
に
よ
り
社
会

実
装
に
向
け
た
モ
デ
ル
創
出
に

取
り
組
む
な
ど
、
発
電
効
率
や
費

用
対
効
果
、
実
用
化
に
伴
う
様
々

な
課
題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
る

が
、
社
会
実
装
、
一
般
的
な
商
品

化
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
透
明
な
状

況
で
あ
る
。
新
技
術
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽

電
池
に
限
ら
ず
、
製
品
原
料
の
調

達
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
、
廃
棄
ま
で

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
資
す
る
よ
う
市
民

の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

さきがけ
長谷川礼奈

今
の
環
境
対
策
が
将
来
の
こ
ど
も

た
ち
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
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ところざわ市議会だより 第２17号第２17号

? こどもと接する仕事に就く人の性犯罪歴を確認し、性犯罪リスクのある人がこどもに関わる業務に就くことを防ぐための制度です。

Ｑ
公
立
保
育
園
の
保
育
士
は
、

保
育
の
一
環
と
し
て
こ
ど
も
た
ち
と

給
食
を
と
っ
て
い
る
が
、
５
歳
児
と

同
量
と
聞
い
て
い
る
。
不
足
す
る
場

合
は
、
休
憩
時
間
に
お
や
つ
や
補

助
食
で
各
自
補
う
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
問
題
を
ど
う
感
じ
て
い
る

の
か
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
公
立
保
育
園
に
お
け
る
保
育

士
の
給
食
は
、
あ
く
ま
で
も
保
育

園
に
通
う
園
児
の
食
育
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
同
じ
時
間
、
同

じ
空
間
、
同
じ
食
事
を
園
児
と
共

有
す
る
こ
と
に
大
き
な
目
的
が
あ

る
と
考
え
る
。
保
育
園
児
は
、
小

学
生
と
比
べ
低
年
齢
で
あ
り
、
食

事
の
補
助
だ
け
で
は
な
く
、
誤
飲

に
よ
る
事
故
な
ど
の
可
能
性
が
高

い
こ
と
か
ら
、
保
育
士
は
常
に
細
心

の
注
意
を
払
い
な
が
ら
給
食
時
間

内
に
食
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
所
管
課

や
保
育
士
が
時
間
を
か
け
て
丁
寧

に
検
討
を
重
ね
た
経
緯
が
あ
り
、

今
の
量
に
至
っ
た
こ
と
を
承
知
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
お
な
か
を
満

た
し
た
い
保
育
士
は
、
休
憩
時
間

に
各
自
で
必
要
な
食
事
を
適
切
に

取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

立憲リベラルの会
末吉美帆子

公
立
保
育
園
保
育
士
の給

食
の
改
善
を

さきがけ
島田　一隆

Ｑ
他
自
治
体
で
は
、
建
設

コ
ス
ト
の
増
大
に
よ
っ
て
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
の
見
直
し
を
行

う
な
ど
、
計
画
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
公
立
病
院
も
あ

る
。
例
え
ば
、
市
民
医
療
セ
ン

タ
ー
を
小
児
科
に
特
化
す
る
、

他
自
治
体
の
よ
う
に
ダ
ウ
ン
サ

イ
ジ
ン
グ
す
る
、
隣
接
し
て
い

る
保
健
セ
ン
タ
ー
を
全
面
改
修

し
複
合
化
す
る
な
ど
、
計
画
の

変
更
は
可
能
な
の
か
伺
う
。

Ａ
再
整
備
基
本
計
画
は
、

市
民
ニ
ー
ズ
等
に
基
づ
き
、
再

整
備
後
に
実
施
す
る
医
療
機
能

と
そ
の
規
模
を
設
定
し
た
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
国

か
ら
、
公
立
病
院
は
新
興
感
染

症
の
発
生
・
拡
大
時
に
備
え
た

平
時
か
ら
の
取
組
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
再
整
備
基
本
計
画
の

策
定
時
と
比
較
し
て
建
設
費
用

が
大
幅
に
高
騰
し
て
い
る
状
況

で
は
あ
る
が
、
現
在
計
画
し
て

い
る
医
療
機
能
は
公
立
病
院
と

し
て
役
割
を
果
た
す
た
め
に
必

要
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
再
整
備
基
本

計
画
の
見
直
し
を
検
討
で
き
な
い
か

Ｑ
中
学
校
教
職
員
は
、
授
業

に
関
わ
る
時
間
以
外
に
部
活
動

に
関
わ
る
負
担
が
多
い
。
一
部
の

自
治
体
で
は
、
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
へ
移
行
す
る
な
ど
地
域
展
開

を
し
て
い
る
。
教
職
員
の
負
担
軽

減
や
、
こ
ど
も
と
地
域
社
会
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
る
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
部
活
動

に
関
わ
る
時
間
、
さ
ら
に
は
地
域

展
開
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

Ａ
部
活
動
に
係
る
時
間
に
つ

い
て
は
、
「
所
沢
市
『
設
置
す

る
学
校
に
係
る
学
校
部
活
動
の

方
針
』
」
の
基
準
を
も
と
に
活

動
し
て
い
る
。
地
域
展
開
は
、

令
和
５
年
度
か
ら
、
学
校
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
文
化

団
体
等
の
方
々
か
ら
成
る
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
様
々
な

意
見
を
伺
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
、
地
域
展
開
の
実
証
事
業
と

し
て
、
複
数
の
中
学
校
の
生
徒

が
集
ま
っ
て
活
動
す
る
合
同
部

活
動
や
、
こ
れ
ま
で
の
部
活
動

に
と
ら
わ
れ
な
い
ボ
ウ
リ
ン
グ

や
フ
ル
ー
ト
演
奏
な
ど
の
体
験

的
な
活
動
を
実
施
し
、
市
と
し

て
今
後
の
部
活
動
の
地
域
展
開

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

市民クラブ
未来

松本　明信

中
学
校
教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め

部
活
動
の
地
域
展
開
を

Ｑ
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
?
は
、「
学

校
設
置
者
等
及
び
民
間
教
育
保

育
等
事
業
者
に
よ
る
児
童
対
象

性
暴
力
等
の
防
止
等
の
た
め
の
設

置
に
関
す
る
法
律
」
（
こ
ど
も
性

暴
力
防
止
法
）
に
盛
り
込
ま
れ
た

こ
ど
も
を
犯
罪
事
件
か
ら
守
る

新
た
な
制
度
で
あ
る
。
社
会
全
体

で
こ
ど
も
た
ち
を
守
る
環
境
を

つ
く
る
た
め
に
は
自
治
会
、
町
内

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
商
店
街
、
青
少
年

を
守
る
会
な
ど
、
市
内
で
活
動
し

て
き
た
団
体
に
も
、
日
本
版
Ｄ
Ｂ

Ｓ
の
制
度
趣
旨
に
準
ず
る
取
組

を
促
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
本
法
律
の
認
定
対
象
と
な

る
施
設
、
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

後
国
か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

具
体
的
に
示
さ
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
社
会
全
体
で
こ
ど

も
へ
の
性
暴
力
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う

な
団
体
に
お
い
て
も
、
認
定
の
対

象
と
な
る
施
設
に
関
わ
ら
ず
、

制
度
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
今

後
は
、
国
か
ら
の
通
知
等
に
つ
い

て
関
係
部
に
対
し
て
情
報
共
有

を
行
っ
て
い
く
。

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
石原　　昂

社
会
全
体
で
こ
ど
も
を
守
る
取
組
を

Ｑ
令
和
７
年
６
月
に
発
生

し
た
倒
木
事
故
を
踏
ま
え
、
市

は
事
故
が
あ
っ
た
民
有
地
と
、

す
ぐ
近
く
の
倒
木
の
可
能
性
の

あ
る
民
有
地
の
２
地
点
の
地
権

者
に
剪
定
依
頼
書
を
送
付
し
た

が
反
応
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。
地
元
住
民
に
、
現
在
の
対

応
状
況
に
つ
い
て
通
知
す
る
な

ど
、
今
後
、
安
心
安
全
な
生
活

を
確
保
す
る
た
め
の
よ
り
踏
み

込
ん
だ
施
策
や
行
政
代
執
行
の

可
能
性
に
つ
い
て
も
伺
う
。

Ａ
住
所
不
明
の
地
権
者
に

つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
等

を
用
い
て
住
所
を
調
査
し
て
お

り
、
現
住
所
が
判
明
し
た
後
、

改
め
て
樹
木
の
剪
定
に
つ
い
て

依
頼
を
し
て
い
く
。
行
政
代
執

行
に
つ
い
て
は
、
私
権
の
制
限

に
関
わ
る
た
め
慎
重
な
判
断
が

必
要
で
あ
る
が
、
樹
木
の
枝
等

の
適
切
な
管
理
を
依
頼
し
続
け

て
も
状
況
が
変
わ
ら
な
い
場
合

や
、
危
険
性
が
高
く
、
緊
急
を

要
す
る
場
合
に
は
、
道
路
法
の

関
係
法
令
に
基
づ
き
厳
正
に
対

処
し
て
い
く
。

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
佐野　允彦

倒
木
事
故
後
の
安
全
施
策
は

Ｑ
西
所
沢
駅
西
口
改
札
口
に

つ
い
て
、
駅
舎
の
供
用
開
始
は
未

定
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
11
月
に
約

２
年
と
い
う
工
事
の
完
了
時
期

が
示
さ
れ
た
が
、
い
つ
供
用
開
始

に
な
る
の
か
示
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
供
用
が
開
始
さ
れ
る
と
き
ま

で
、
市
と
し
て
考
慮
す
べ
き
こ
と

は
何
か
あ
る
の
か
。

Ａ
駅
舎
の
工
事
期
間
は
、
事
業

用
地
内
の
標
識
「
開
発
事
業
計
画

の
お
知
ら
せ
」
に
お
い
て
、
２
０

２
６
年
11
月
１
日
か
ら
２
０
２
８

年
10
月
31
日
ま
で
の
予
定
で
示
し

て
い
る
。
駅
舎
の
工
事
の
ほ
か
、

駅
前
広
場
の
工
事
の
進
捗
状
況
に

応
じ
て
調
整
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
は
、
供
用
開
始

時
期
は
未
定
で
あ
る
。
ま
た
、
工

事
の
ほ
か
に
市
が
考
慮
す
る
も
の

と
し
て
、
西
口
改
札
口
開
設
後
に

お
け
る
駅
周
辺
の
安
全
対
策
が
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
踏
切
南
側
の

県
道
の
横
断
に
際
し
、
通
学
時
な

ど
に
滞
留
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
整

備
や
、
駅
舎
に
接
道
す
る
前
面
道

路
の
交
通
規
制
な
ど
、
警
察
と
の

協
議
を
並
行
し
て
進
め
な
が
ら
、

近
隣
や
駅
を
利
用
さ
れ
る
方
々
の

安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。 自由民主党・維新・

参政・無所属の会
入沢　　豊

西
所
沢
駅
西
口
改
札
口
の

工
事
と
安
全
対
策
に
つ
い
て

市
と
し
て
考
慮
す
べ
き
こ
と
は
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Ｑ
旧
庁
舎
と
文
化
会
館
跡

地
の
隣
接
地
に
民
間
所
有
地
が

あ
る
。
話
を
伺
う
と
、
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
設
や
民
間
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
か
ら
の
営
業
活
動
も
あ
る

そ
う
だ
。
跡
地
に
よ
い
環
境
を

つ
く
っ
て
も
、
隣
接
す
る
民
間

所
有
地
が
別
に
開
発
さ
れ
る
と

近
隣
関
係
や
景
観
形
成
に
影
響

が
あ
る
の
で
は
と
懸
念
し
て
い

る
。
整
備
を
進
め
て
い
く
た
め

に
思
い
切
っ
て
周
辺
隣
接
地
も

含
め
て
検
討
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
ま
ず
一
般
論
に
な
る
が
、

公
共
施
設
等
を
市
が
整
備
す
る

に
当
た
り
、
民
間
の
敷
地
を
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
が

生
じ
た
と
き
に
検
討
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
現
在
は
、
旧

庁
舎
及
び
文
化
会
館
跡
地
の
活

用
に
関
し
て
、
施
設
整
備
の
方

向
性
を
検
討
し
て
い
る
段
階
に

あ
る
の
で
、
敷
地
の
拡
張
に
つ

い
て
は
、
必
要
性
が
生
じ
た
と

き
に
改
め
て
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

至誠自民
クラブ

大石　健一

旧
庁
舎
と
文
化
会
館
跡
地
の
活
用
は

周
辺
隣
接
地
も
含
め
て
検
討
を

Ｑ
西
武
池
袋
線
と
Ｊ
Ｒ
武
蔵

野
線
の
相
互
乗
り
入
れ
は
、
報

道
に
よ
る
と
、
２
０
２
８
年
の

直
通
運
転
を
目
指
す
と
の
こ
と

で
あ
る
。
各
沿
線
の
自
治
体
は

今
後
の
西
武
鉄
道
株
式
会
社
と

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の

取
組
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
、

把
握
す
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き

だ
。
ま
た
、
相
互
乗
り
入
れ
が

実
現
し
た
際
の
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
は
考
え
て
い
る
の
か
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
西
武
池
袋
線
と
Ｊ
Ｒ
武
蔵

野
線
と
の
相
互
乗
り
入
れ
は
、

魅
力
向
上
や
移
住
・
定
住
の
促

進
に
つ
な
が
る
な
ど
、
本
市
に

と
っ
て
よ
い
影
響
が
期
待
さ
れ

る
上
、
西
武
鉄
道
株
式
会
社
と

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に

と
っ
て
も
、
利
便
性
が
高
ま
る

な
ど
、
沿
線
価
値
の
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
の

た
め
、
相
互
乗
り
入
れ
が
実
現

さ
れ
る
際
に
は
、
記
念
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
実
施
も
含
め
、
両
社

と
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行

う
な
ど
、
引
き
続
き
連
携
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

至誠自民
クラブ

秋田　　孝

西
武
池
袋
線
と
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
の

相
互
乗
り
入
れ
に
対
す
る
今
後
の
動
向
は

Ｑ
報
告
書
に
よ
る
と
、
ご
み
減

量
、
資
源
化
施
策
に
よ
る
削
減
量

を
加
味
す
る
と
、
２
０
３
８
年
度
に

は
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
処
理
可

能
量
を
下
回
る
可
能
性
が
あ
る
。
西

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
終
了
す
る

と
、
約
12
億
円
の
コ
ス
ト
削
減
が
見

込
め
る
。
そ
こ
で
、
西
部
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
廃
炉
に
つ
い
て
市
の
広

報
で
特
集
を
組
む
と
と
も
に
、
市
民

も
努
力
す
れ
ば
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
だ
け
で
焼
却
が
間
に
合
い
、
非

常
に
大
き
な
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が

る
と
い
う
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

Ａ
ご
み
の
減
量
、
資
源
化
を

進
め
る
に
は
、
市
民
や
事
業
者

が
自
分
事
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

も
市
の
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の

媒
体
を
活
用
し
な
が
ら
、
様
々

な
ご
み
減
量
、
資
源
化
の
取

組
に
つ
い
て
周
知
、
啓
発
を
し

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
西

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
焼

却
が
終
了
す
る
と
の
ア
ピ
ー
ル

は
、
市
民
や
事
業
者
に
対
し
て

ご
み
減
量
、
資
源
化
推
進
の
意

識
を
高
め
て
い
く
１
つ
の
ア
イ

デ
ア
と
考
え
て
い
る
。

西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

廃
炉
に
よ
る
効
果
を
周
知
し
て
は

至誠自民
クラブ

谷口　雅典

Ｑ
Ａ
Ｃ
Ｐ
?
の
普
及
啓
発
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
理
念
と

目
的
の
も
と
で
推
進
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
ど

の
よ
う
な
取
組
を
行
い
、
ど
の

よ
う
な
成
果
や
手
応
え
が
あ
っ

た
の
か
。
さ
ら
に
、
市
民
の
認

知
度
は
ど
の
程
度
広
が
っ
た
と

考
え
る
か
。

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
在
宅
医
療
介
護
連
携
推

進
事
業
に
位
置
づ
け
、
地
域
住

民
へ
の
普
及
啓
発
の
１
つ
と
し

て
行
っ
て
い
る
。
ま
た
取
組
と

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
向
け

講
演
会
の
開
催
、
医
師
に
よ
る

人
生
会
議
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
・
配
布
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
講
演
会
セ
ミ
ナ
ー
に
は
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
好

評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
ま
だ

十
分
で
は
な
い
が
、
市
民
の
認

知
度
の
広
が
り
を
徐
々
に
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さきがけ
荻野　泰男

Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）
の普

及
啓
発
を

Ｑ
広
島
市
で
は
、
原
爆
投
下

時
の
状
況
な
ど
を
ま
と
め
た
Ｖ

Ｒ
映
像
を
原
爆
展
な
ど
で
見
ら

れ
る
試
み
を
始
め
て
い
る
。
専

用
の
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着
す

る
と
、
原
爆
投
下
の
瞬
間
や
復

興
し
て
い
く
街
並
み
な
ど
を
疑

似
体
験
で
き
る
。
視
覚
的
に
被

爆
の
実
相
を
体
験
で
き
る
意
義

は
大
き
い
と
感
じ
る
た
め
、
市

民
講
座
等
を
通
し
て
、
こ
の
事

業
の
展
開
を
提
案
す
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

Ａ
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
当

時
の
広
島
市
の
状
況
を
疑
似

体
験
で
き
る
こ
と
は
、
原
爆
の

恐
ろ
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
、
貴
重
な
経
験
が
得
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
広
島
市

か
ら
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
借
用
で

き
る
の
は
２
台
ま
で
で
、
貸
出

期
間
は
１
か
月
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。
よ
り
多
く
の
方
に
体
験

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
対

象
者
や
体
験
方
法
な
ど
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
活
用
し
た
自

治
体
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
調

査
研
究
を
し
て
い
く
。

公明党
山口　浩美

Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）
ゴ
ー
グ
ル
で

視
覚
的
に
被
爆
の
実
相
の
体
験
を

Ｑ
立
地
適
正
化
計
画
の
目
的
の

1
つ
は
、
人
口
減
少
時
代
に
即
し

た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
で

あ
っ
た
と
思
う
。
市
街
化
調
整
区

域
の
市
民
生
活
を
考
え
る
と
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
に
は
、

郊
外
の
公
共
交
通
の
充
実
を
並
行

し
て
推
進
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
市
街
化
調
整
区
域
に
も
多

く
の
市
民
が
居
住
し
て
い
る
た

め
、
日
常
生
活
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
本
市
の
立
地
適
正
化
計
画

は
、
市
民
の
日
常
生
活
に
影
響
が

出
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
公
共
交

通
を
利
用
し
て
都
市
拠
点
と
な
る

鉄
道
駅
周
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
確

保
を
目
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

立
地
適
正
化
計
画
と
両
輪
で
あ
る

地
域
公
共
交
通
計
画
に
お
け
る
基

本
方
針
と
し
て
、
「
地
域
の
暮
ら

し
を
支
え
る
公
共
交
通
」
、
「
い

つ
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
公

共
交
通
」
、
「
こ
れ
か
ら
も
持
続

可
能
な
公
共
交
通
」
を
目
指
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

と
こ
ろ
バ
ス
、
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
な

ど
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

維
持
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

市民クラブ
未来

中　　毅志

郊
外
に
も
公
共
交
通
の
充
実
を
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? 一般財団法人日本財団電話リレーサービスが提供する「電話リレーサービス」を使用して、ウェブサイトから直接、窓口等に手話
で問い合わせができる仕組みです。

Ｑ
物
価
高
騰
に
対
応
す
る

た
め
の
重
点
支
援
地
方
交
付

金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
お
こ

め
券
よ
り
も
４
月
か
ら
値
上
げ

す
る
水
道
料
金
を
対
象
に
す
る

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
が

あ
る
と
思
う
。
こ
の
交
付
金
は

何
が
よ
い
か
と
い
う
と
、
必
要

な
と
こ
ろ
に
必
要
な
も
の
を
届

け
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
何
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う

の
は
、
な
か
な
か
判
断
が
難
し

い
。
市
長
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
や
市
長
へ
の
手
紙
に
力

を
入
れ
て
い
る
の
で
、
市
民
の

声
を
聞
い
て
み
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

Ａ
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
声
を

し
っ
か
り
と
反
映
し
て
い
く
こ

と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
市
長

へ
の
手
紙
や
、
出
席
す
る
様
々

な
市
内
の
催
し
な
ど
に
お
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
声
を

お
聞
き
す
る
機
会
が
多
く
あ
る

の
で
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
職

員
と
共
有
し
な
が
ら
、
物
価
高

騰
対
策
を
進
め
て
い
く
。 立憲民主党・

れいわ新選組
赤川　洋二

市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら

物
価
高
騰
対
策
を

Ｑ
手
話
リ
ン
ク
?
は
２
０
２

５
年
４
月
か
ら
全
国
で
導
入
可

能
に
な
っ
た
新
サ
ー
ビ
ス
で
、

聞
こ
え
な
い
住
民
等
が
実
際
に

問
合
せ
を
し
た
場
合
、
カ
メ
ラ

を
搭
載
し
た
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
自
治
体
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
手
話
で
電

話
を
か
け
る
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ

ッ
ク
す
れ
ば
、
電
話
リ
レ
ー
サ

ー
ビ
ス
手
話
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
を
介
し
て
音
声
電
話
の
窓
口

に
直
接
問
合
せ
を
す
る
こ
と
が

で
き
、
既
に
複
数
の
自
治
体
が

導
入
を
発
表
し
て
い
る
。
本
市

も
導
入
し
て
は
と
思
う
が
、
見

解
を
伺
う
。

Ａ
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

手
話
リ
ン
ク
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
リ
ン
ク
を
貼
る
こ
と

で
、
事
前
登
録
な
し
に
手
話
通

訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
介
し
て
市

役
所
の
各
課
に
問
合
せ
が
で
き

る
も
の
で
、
聴
覚
に
障
害
の
あ

る
方
へ
の
情
報
保
障
と
し
て
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
市
と

し
て
も
、
導
入
に
向
け
て
進
め

て
い
き
た
い
。

立憲民主党・
れいわ新選組
長岡　恵子

「
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
を

使
用
し
た
手
話
リ
ン
ク
の
導
入
を

Ｑ
今
回
の
総
合
防
災
訓
練
を

踏
ま
え
、
今
後
の
防
災
行
政
を

ど
の
よ
う
な
方
向
へ
強
化
し
て

い
く
の
か
。
特
に
要
配
慮
者
支

援
や
情
報
伝
達
体
制
の
強
化
を

含
め
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
今
回
の
訓
練
を
踏
ま
え

て
、
改
め
て
災
害
に
対
す
る
備

え
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
、

各
部
署
に
そ
の
徹
底
を
指
示
し

た
。
今
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
命
を
守
り
、
い
ち
早
く
復
旧
・

復
興
を
果
た
す
こ
と
を
目
標
と

し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
判
断
と
柔

軟
な
対
応
で
臨
む
と
い
う
基
本

方
針
の
下
、
初
動
対
応
を
重
視

し
、
防
災
関
係
機
関
と
の
協
力

体
制
の
充
実
、
被
害
状
況
の
把

握
や
市
民
へ
の
情
報
発
信
、
情

報
収
集
、
伝
達
体
制
の
整
備
な

ど
、
公
助
の
強
化
を
図
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
庭
に
お

け
る
防
災
対
策
の
促
進
や
消
防

団
の
活
動
体
制
の
充
実
、
配
慮

を
要
す
る
方
へ
の
対
応
な
ど
、

自
助
・
共
助
に
よ
る
防
災
力
の

向
上
に
努
め
、
引
き
続
き
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て
、
防

災
・
減
災
に
向
け
た
対
策
を
推

進
し
て
い
く
。

至誠自民
クラブ

斎藤　由紀

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

防
災
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は

Ｑ
小
水
力
発
電
は
身
近
な
地

域
の
自
然
や
イ
ン
フ
ラ
と
結
び

つ
い
て
い
る
た
め
、
学
び
に
も

よ
い
題
材
と
考
え
て
い
る
。
地

域
に
あ
る
も
の
を
生
か
し
な
が

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
み
出
せ
る

と
い
う
感
覚
を
持
つ
こ
と
は
、

環
境
政
策
や
地
域
づ
く
り
を
担

う
人
材
へ
と
育
っ
て
い
く
と
い

う
点
で
重
要
で
あ
る
。
小
水
力

発
電
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
教
育
や
環
境
学
習
の
教
材
と

し
、
学
校
や
地
域
団
体
と
協
働

し
て
位
置
づ
け
て
は
ど
う
か
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
は
、
地
域
の
御
理
解
、
御
協

力
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市

で
は
こ
ど
も
た
ち
の
環
境
意
識

を
高
め
る
べ
く
学
校
向
け
の
出

前
講
座
や
小
学
校
４
年
生
全
員

を
対
象
と
し
た
副
読
本
「
わ
た
し

た
ち
の
環
境
」
を
作
成
し
配
付
す

る
な
ど
、
様
々
な
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組
の
中

で
、
小
水
力
発
電
を
含
む
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
は
、
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
効
果
的
な
周
知
方
法
等
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

日本共産党
所沢市議団
中井めぐみ

小
水
力
発
電
を
環
境
学
習
の

教
材
と
し
て
は
ど
う
か

Ｑ
新
所
沢
パ
ル
コ
の
跡
地
利

用
が
進
む
今
、
総
務
経
済
常
任

委
員
会
で
参
考
人
か
ら
、
今
後

も
我
々
の
意
見
を
吸
い
上
げ
て

ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

地
域
の
声
を
ど
の
よ
う
な
機
会

を
設
け
て
聞
か
れ
よ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

Ａ
新
所
沢
地
区
は
現
在
、
か

つ
て
よ
り
街
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存

在
で
あ
っ
た
新
所
沢
パ
ル
コ
が
閉

店
し
、
跡
地
に
は
商
業
店
舗
と

集
合
住
宅
が
建
設
さ
れ
よ
う
と

し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
市
有
地
の

活
用
も
含
め
、
新
た
な
魅
力
を

つ
く
っ
て
い
く
転
換
期
に
あ
る
と

言
え
る
。
今
後
に
お
い
て
は
、
新

所
沢
地
区
が
持
つ
大
き
な
特
色

を
生
か
し
て
新
た
な
に
ぎ
わ
い

を
創
出
し
、
さ
ら
な
る
魅
力
が

生
ま
れ
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
、
地
元
自

治
会
や
商
店
会
組
合
の
皆
さ
ん

と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
関
係

部
署
間
で
共
有
を
図
れ
る
よ
う

な
市
の
体
制
も
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

公明党
植竹　成年  

地
域
の
声
を
聞
い
た

新
所
沢
の
ま
ち
づ
く
り
を

Ｑ
現
在
の
政
権
に
対
し
、

「
所
沢
平
和
都
市
宣
言
」
に
も

書
か
れ
て
い
る
国
是
の
非
核
三

原
則
の
堅
持
、
台
湾
有
事
発
言

の
撤
回
を
求
め
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
、
国
に
働
き
か
け
て
い
く

つ
も
り
な
の
か
。

Ａ
本
市
は
、
平
和
な
世
界
を

確
立
す
る
と
と
も
に
、
未
来
に

向
か
っ
て
平
和
な
社
会
を
築
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
２

年
７
月
に
「
所
沢
市
平
和
都
市

宣
言
」
を
制
定
し
た
。
こ
の
平

和
都
市
宣
言
の
中
で
は
、
戦
争

と
い
う
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い

こ
と
、
国
是
の
非
核
三
原
則
を

厳
守
す
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ

て
お
り
、
本
市
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
立
場
に
変
わ
り
は
な

い
。
戦
争
を
決
し
て
繰
り
返
さ

な
い
た
め
、
今
を
生
き
る
私
た

ち
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和

の
尊
さ
を
し
っ
か
り
と
強
く
認

識
し
、
次
の
世
代
に
継
承
し
て

い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

日本共産党
所沢市議団
花岡　健太

「
平
和
に
つ
い
て
」

市
長
の
政
治
姿
勢
は
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令和８年（２０２６年） 2 月１５日 ところざわ市議会だより

? 事業の検討段階で自治体と民間事業者が直接対話し、事業化に向けたアイデアや市場性の有無を確認する手法です。公募前の情報
収集により、最適な事業の条件を整える狙いがあります。

Who is this ?

僕は所沢市議会の広聴広報部門を担当するみみ丸！
所沢市議会６５周年から活動を続けて１０年！

市民の皆さんと議会をつなげるため、これからも頑張るのだ♪

It‘s  MIMIMARU  !

Ｐｏｉｎｔ①【ｎａｍｅ】
議員数が３３人であること、市民の声に３３（耳）を傾け、
よく聴くこと、という意味を込めて「みみ丸」と名付けられ
たのだ。

Ｐｏｉｎｔ②【ｌｅａｆ】
お茶の葉を頭に乗せている。
所沢市内を走る幹線道路の形を模した葉脈を持つ特別な葉っ
ぱなのだ。
市役所の位置には相棒のてんとう虫が！

Ｐｏｉｎｔ③【ｆａｃｅ】
忍者として様々な仕事をこなすため、顔を変えることができ
るよ。３３の顔を使い分けるのだ。

Ｐｏｉｎｔ④【ｂｏｄｙ】
赤いスカーフはこだわりのトレードマーク。羽根のような手
はひばりの手？

Ｑ
交
通
事
業
が
独
立
採
算
制

を
前
提
と
し
て
存
続
す
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
困

難
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
お
い
て

路
線
の
廃
止
や
撤
退
に
よ
り
交

通
崩
壊
が
起
き
か
ね
な
い
と
国

で
も
危
機
感
を
表
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
地
域
公
共

交
通
に
関
し
て
多
様
な
補
助
制

度
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る

補
助
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度

に
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
の
実
証
運
行

に
対
し
て
、
県
の
「
地
域
公
共
交

通
Ｄ
Ｘ
・
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
促
進
事
業
補
助
金
」
を
、

令
和
６
年
度
は
と
こ
ろ
バ
ス
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
に

対
し
て
、
国
の
「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
交
付
金
」
、
県

の
「
地
域
公
共
交
通
Ｄ
Ｘ
・
コ
ン

パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
促
進
事

業
補
助
金
」
を
活
用
し
た
実
績

が
あ
る
。
今
後
も
、
本
市
の
公
共

交
通
に
関
わ
る
事
業
に
活
用
可

能
な
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
れ
ば
積

極
的
な
活
用
に
努
め
て
い
く
。

日本共産党
所沢市議団
小林　澄子

公
共
交
通
の
充
実
に
向
け
て

補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
活
用
を

Ｑ
旧
庁
舎
と
文
化
会
館
跡
地

は
市
の
中
心
市
街
地
に
位
置
し
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
極
め
て
重
要
な

公
共
資
産
で
あ
る
。
こ
の
跡
地
の

活
用
は
、
市
全
体
の
将
来
像
を

考
え
る
上
で
、
大
き
な
テ
ー
マ
で

あ
り
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸

成
に
資
す
る
絶
好
の
機
会
で
も

あ
る
。
例
え
ば
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
手
法

を
用
い
、
よ
り
広
く
市
民
か
ら
そ

の
利
活
用
に
つ
い
て
意
見
や
提

案
を
伺
う
機
会
を
設
け
て
は
ど

う
か
。

Ａ
旧
庁
舎
と
文
化
会
館
跡

地
の
利
活
用
の
検
討
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
市
場
調
査
?
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
や
関
係
団

体
に
話
を
伺
う
な
ど
、
取
組
を

進
め
て
い
る
。
当
該
跡
地
は
、

所
沢
地
区
以
外
に
お
住
ま
い
の

方
々
に
と
っ
て
も
関
心
が
あ
る

重
要
な
場
所
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
く
市
民

の
声
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
こ

と
に
つ
い
て
、
適
切
な
方
法
で

実
施
で
き
る
よ
う
、
検
討
を
進

め
て
い
く
。

自由民主党・維新・
参政・無所属の会
前田　浩昭

旧
庁
舎
と
文
化
会
館
跡
地
の

活
用
に
つ
い
て
市
民
か
ら
広
く

意
見
を
伺
う
機
会
を

Ｑ
本
市
で
「
第
52
回
将
棋
の

日
」
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
決
定

し
た
。
令
和
７
年
は
兵
庫
県
加

古
川
市
で
開
催
さ
れ
、
予
算
は

日
本
将
棋
連
盟
へ
の
負
担
金
５

５
０
万
円
、
実
行
委
員
会
へ
の

補
助
金
２
０
０
万
円
で
あ
っ
た

が
、
本
市
で
同
じ
予
算
額
で
開

催
し
て
も
大
丈
夫
な
の
か
と
不

安
に
な
る
。
改
め
て
予
算
に
関

し
て
は
も
う
少
し
充
実
し
て
ほ

し
い
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
「
将
棋
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

は
、
全
国
か
ら
多
く
の
将
棋
フ

ァ
ン
が
訪
れ
る
将
棋
界
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
担
当
職
員

か
ら
加
古
川
市
へ
の
視
察
の
報

告
を
受
け
た
が
、
改
め
て
イ
ベ

ン
ト
運
営
の
大
変
さ
を
実
感
す

る
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
と

い
う
こ
と
は
喜
び
も
楽
し
み
も

大
き
く
、
令
和
８
年
の
盛
り
上

が
り
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
な
の
で
相
応
の
予
算

が
必
要
と
な
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
視
察
で
の
学
び
を
踏

ま
え
、
必
要
な
予
算
を
計
上
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

立憲リベラルの会
石本　亮三

「
将
棋
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

向
け
充
実
し
た
予
算
の
確
保
を

Ｑ
全
国
的
に
は
飼
育
動
物
を

通
じ
て
、
命
の
尊
さ
、
他
者
を

思
い
や
る
心
、
責
任
感
を
育
む

教
育
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、

近
年
の
法
改
正
な
ど
を
経
て
、

社
会
全
体
の
命
の
あ
り
方
が
問

い
直
さ
れ
て
い
る
。
動
物
愛
護

教
育
は
命
の
教
育
の
重
要
な

一
環
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本

市
と
し
て
、
動
物
愛
護
教
育
を

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
今
後

学
校
現
場
で
推
進
し
て
い
く
の

か
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
動
物
愛
護
の
教
育
、
生
き
物

を
大
切
に
す
る
教
育
は
、
例
え
ば
、

小
学
校
で
は
生
活
科
や
理
科
の
学

習
に
お
い
て
、
動
物
や
植
物
を
育
て

る
活
動
を
通
し
て
生
き
物
へ
の
親
し

み
を
持
ち
、
命
を
大
切
に
し
よ
う
と

す
る
心
情
や
態
度
を
育
ん
で
い
る
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
道
徳
で
は
、

生
命
尊
重
や
自
然
愛
護
を
内
容
と

し
て
取
り
上
げ
て
、
命
の
尊
さ
や
動

植
物
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
道

徳
性
を
育
ん
で
い
る
。
教
育
委
員

会
で
は
、
学
校
に
動
物
が
い
る
、
い

な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
命
の
教
育
の

重
要
性
を
認
識
し
、
児
童
生
徒
の

体
験
や
経
験
も
含
め
、
引
き
続
き

学
校
教
育
全
体
で
推
進
し
て
い
く
。

公明党
大久保竜一

学
校
現
場
で
の

動
物
愛
護
教
育
の
推
進
を
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ところざわ市議会だより 第２17号第２17号

役割の増加によって地域包括支援セン
ターがパンクしてしまったり、人材の不
足があげられました。若手の人材流出と
いうところで、少子高齢化が影響してい
るとの意見もありました。

皆さんに福祉施設の生の声を調べてき
ていただき、ありがとうございました。
大変参考になりました。もう何も言う
ことはございません。

大学生
の

意 見

Ｄグループ 石本 亮三 議員

議 員
の

意 見

議会報告会に初めて参加した。実施方法はい
ろいろあると思うが、今後も続けてほしい。

民生委員の権限が少なく、困っている人に対し接し
方がわからない。権限の見直しをしてほしい。

こども施策に加えて、高齢者施策をもっと充実してほしい。

北中や狭山ケ丘方面は高齢者人口も多いのにところ
バスの本数が少ないので、増便、ルート改善やところ
ワゴンの活用など公共交通を充実させてほしい。市議会は、国や県への要望を遠慮なく上げて

欲しい。交付金などを増やすような要望をしっ
かり出してほしい。

≪議会報告会≫

ギ カ イ レポート

１１月１８日

１１月１５日 ＼４６名の市民の方に参加していただきました／

議会報告会

参加者の声

　　　　若い世代の声を
　　　聴くため、早稲田大学
　　の学生を対象に初開催！
「所沢市の介護」をテーマに
学生と意見交換を
　　したのだ！

単身高齢者が家を借りられないという課
題があることから、今後は民間の福祉事
業者と行政と不動産業界が連携して、こ
の課題に対してアプローチしていけると
よいと思います。

皆さんは現場に行って、状況をよく勉
強していると感じました。やはり答え
は現場にあると思いますので、これか
らも研究を含めて頑張っていただきた
いと思います。

大学生
の

意 見

Ａグループ 島田 一隆 議員　谷口 雅典 議員

議 員
の

意 見

義務教育のときは比較的市の介入がしや
すい一方で、高校生や大学生になると所
沢市から離れる学生も多く、高校生また
は大学生と高齢者のコミュニティ作りの
場が必要だと思います。

皆さんの新しい発想をぜひ議会でも吸
収して、発信していけるように私たち
もしっかり頑張っていきたいと思いま
す。

大学生
の

意 見

議 員
の

意 見

Ｃグループ 荻野 泰男 議員　山口 浩美 議員

介護職は大変というイメージがあると思い
ますが、実際に職場で働いてみて、どう
いう雰囲気なのかを理解してもらいたいと
思ったので中高生に職場体験の機会を提供
することを検討してはどうかと思いました。

できることはみんなで議論をして、そ
れを丁寧に作り上げていくという姿勢
を見ていて、頼もしく思え、このよう
な姿勢は議会でも大事だと改めて感じ
ました。

大学生
の

意 見

Ｂグループ 福原 浩昭 議員　石原 昂 議員

議 員
の

意 見
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令和８年（２０２６年） 2 月１５日 ところざわ市議会だより

長崎県
 県庁舎跡地整備基本構想

　　（県民市民の憩いの場や賑わいの場として利用できる広場としての機能）

令和５年９月から旧県庁舎跡地全体をオープンスペースとして暫定供
用を実施しており、この期間の中で利用者から意見を聞きつつ、地元
と接点を深く持ちながら跡地整備を考える手法は大変参考になりまし
た。

委員長の

　ひとこと

≪視察概要≫

建設環境常任委員会
１０月２７日 ▶１０月２９日視　察

議員研修会

晴海パートナーズ法律事務所 弁護士

帖
ちょうさ　

佐 直
なお　み

美 氏
講　　師

市民の模範となる行動が求められる中、コンプラ
イアンスをはじめ、市民全体の代表者としての議
員のモラルを再確認するため開催しました。

開催目的

元 淑徳大学コミュニティ政策学部長

鏡
かがみ

 　諭
さとし

 氏
講　　師

制度創設から２５年目を迎えた介護保険制度の果
たすべき役割や課題について考え、また、保健所
設置に向け、保健所の担う役割について正しい基
礎知識を学ぶため開催しました。

開催目的

福岡県
 県営公園 大

おお

濠
ほり

公園・天神中央公園・西公園（Ｐａｒｋ－ＰＦＩ　）

事業者選定段階においては、行政側と民間事業者との考えに違いが生
じる課題もあったようで、民間事業者とのサウンディング型市場調査
では、意思疎通の面でも丁寧な対応が必要なことも見えたので参考に
なりました。

?

委員長の

　ひとこと

春日部市（埼玉県）
 （新）中央公園第１公園基本計画

本市においても、旧庁舎・文化会館跡地の「土地活用」についてサウ
ンディング型市場調査が始まったが、視察の中で事業者との具体的な
対話内容なども学ぶことができ、今後の委員会審査に活かしていきた
いと思いました。

委員長の

　ひとこと

Ｐａｒｋ－ＰＦＩ：民間が施設を整備・運営し、その収益を広場や園路の改修に還元して公園の魅力を高める制度?

１０月２１日 議員に求められるコンプライアンスについて

１１月２１日 介護保険制度の現状と今後の動向及び保健所設置について

13



ところざわ市議会だより 第２17号第２17号

≪視察概要≫

≪会議録≫

健康福祉常任委員会
１１月４日 ▶１１月５日視　察

福島市（福島県）
 福島市保健所

専門性が必要な保健所の人材確保・育成は必須であり、福島市では保
健師の応募は採用予定人数を上回るとのことだが、当市では、保健師の
確保は厳しいことから、採用条件が大きな課題だと改めて感じました。

委員長の

　ひとこと

福島市（福島県）
 福島市バリアフリーマスタープラン（心のバリアフリーの取組）
 障がいのある人もない人も共にいきいきと暮らせる福島市づくり条例
 福島市手話言語条例

福島市職員対応要領を規定に盛り込んだバリアフリー推進パッケージ（庁
内横串施策）は、一つの部署だけの課題とせず、全庁的な取組によって、
全市的に推進することが期待できると考えられ、大変参考になりました。

委員長の

　ひとこと

総務経済常任委員会
１１月４日・１１月２１日所管事務調査

「旧庁舎と文化会館跡地の活用

農地・これからの農業

「中核市」のうち産業廃棄物行政

「第３期まち・ひと・しごと創生総合戦略」

旧庁舎と文化会館跡地の有効活用策について、「賑わい・交流」「市民の憩い」「歴史・文化」「自然・緑」「環境」「防災」など様々
な視点で市が検討していることから、調査、研究を行うため、委員会を開催しました。当日は参考人に出席していただき、御意
見を伺いました。

市では、農業者をはじめ地域の人々と交流し触れ合うなど、人が自然に寄り添う中で真に豊かな暮らしの実現を目指しているこ
とから、調査、研究を行うため、委員会を開催しました。当日は参考人に出席していただき、御意見を伺いました。

中核市への移行で市民にとってのメリット、デメリットや財源の措置など、さまざまな課題があるため、中核市について調査、研
究を行うため、委員会を開催しました。

第３期所沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略の骨子案の説明を受けるため、委員会を開催しました。

Ｑ 市の畑は、市境に沿っており、市としての取組もそうだが隣接している自治体との連携した取組というのも必要ではな
いかと思うが、どのような状況にあるのか。

Ｑ サウンディング型市場調査が終わった後、２年間かけて市が解体を行って、その後公募選定という認識でよろしいか。
解体した後に事業者を決めるのか。それとも事業者が決まってから解体するのか。

Ａ 解体を念頭に予算化等を進めているが、令和７年度に調査をして、解体するにも設計が必要なので、順調に進めば
令和８年度、９年度で解体設計を行う。その間に開発事業者の公募まで進んでいればよいというイメージである。

Ａ 例えば市の独自の補助金に関しては、他の市を連結するというのは現在のところ行われていない。市境を挟んだ取組に
ついても県の川越農林振興センターと三者の間でやっていく形になるのかと思うが、現状では具体的に連携した取組に
ついては進んでいない。
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令和８年（２０２６年） 2 月１５日 ところざわ市議会だより

≪視察概要≫

市民文教常任委員会
１１月４日 ▶１１月６日視　察

豊田市（愛知県）
 とよた地域クラブ活動展開プラン

令和８年の夏以降、部活動は教職員（教育委員会・学校）が運営する
のではなく、市長部局が主体となって組織した「地域学校共働本部」（全
中学校区に設置）が運営する仕組みを築き上げた施策は非常に先進的で
した。

委員長の

　ひとこと

岡崎市（愛知県）
 校内フリースクール「Ｆ組」

「適応するのはこどもではなく学校である」との基本理念に基づき、２
０２３年度には、市内の全ての中学校２０校に、校内フリースクール「Ｆ
組」を設置した先進的な取組には目を見張る思いでした。

委員長の

　ひとこと

天理市（奈良県）
 子育て応援・相談センター「ほっとステーション」

教職員の退職者や休職者を減らすために、保護者からの相談・苦情は学
校ではなく、ほっとステーション（子育て応援・相談センター）に連絡
してください、という非常に大胆な施策を強力に推進していることに驚
きを感じました。

委員長の

　ひとこと

≪視察概要≫１１月１７日 ▶１１月１９日視　察

福島県議会
 スマートディスカッション

県議会と市議会では体制や環境が異なる部分もありますが、同じペー
パーレス会議システムを使用しているだけでなく、利用開始から３年余
りが経っていることから、導入し始めたばかりの当市議会において、導
入後の過程は先行事例として参考になることが多くありました。

委員長の

　ひとこと

北上市議会（岩手県）
 議場のバリアフリー化
 タブレット端末の導入

当市議会の議場を含めて、議場という造りの関係上、既存の議場をバリ
アフリー化することが容易ではないことも分かりました。タブレット端末
を導入したときは完全ペーパーレス化からスタートしたものの、逆行して
徐々にペーパー併用になってきたという話が印象的でした。

委員長の

　ひとこと

横手市議会（秋田県）
 ペーパーレス化

タブレット端末の導入により、紙削減による経費削減については大きな
効果があり、具体的な数字が見えるものであるため、ペーパーレス会議
システムを導入した当市議会においても目標とすべきものであることを
確認しました。

委員長の

　ひとこと

議会運営委員会
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音楽家 / ベーシスト

撮影場所：新所沢 音楽スタジオNAVE
撮　　影：Tom-G

岸 徹至
きし てつ ゆき
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■
ベ
ー
ス
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

　

中
学
生
の
頃
に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組

「
い
か
す
バ
ン
ド
天
国
」
を
観
て
バ
ン
ド
の

か
っ
こ
よ
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

高
校
に
入
っ
た
ら
バ
ン
ド
を
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
当
時
流
行
っ
て
い
た

映
画
「
ス
タ
ン
ド
・
バ
イ
・
ミ
ー
」
の
主
題

歌
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
が
す
ご
く
印
象
的
で
、

こ
の
楽
器
が
弾
き
た
い
と
思
い
、
ベ
ー
ス
を

始
め
ま
し
た
。

■
ベ
ー
ス
の
魅
力
は

　

私
は
エ
レ
キ
ベ
ー
ス
と
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
を

演
奏
す
る
の
で
す
が
、
両
方
演
奏
で
き
る

こ
と
で
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
、
ポ
ッ
プ
ス
の
バ
ッ

ク
バ
ン
ド
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ベ
ー
ス
は
縁
の
下

の
力
持
ち
で
、
地
味
な
存
在
で
は
あ
り
ま

す
が
、
極
め
て
い
け
ば
あ
ら
ゆ
る
音
楽
に

参
加
で
き
る
点
が
魅
力
で
す
。

■
ご
自
身
の
目
指
す
ベ
ー
シ
ス
ト
像
は

　

１
つ
は
聞
き
手
が
「
こ
れ
１
人
で
や
っ
て

る
の
？
」
と
思
う
よ
う
な
超
絶
技
巧
の
演

奏
が
で
き
る
こ
と
。
も
う
１
つ
は
、
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
を
よ
り
専
門
的
に
深
く
掘
り
下

げ
た
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ソ
ロ
で
の
活
動
を
広
げ

つ
つ
、
ベ
ー
シ
ス
ト
と
し
て
様
々
な
バ
ン
ド

で
活
躍
し
た
い
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
欲
張
り

な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

■
所
沢
市
の
魅
力
は

　

都
心
に
近
い
の
に
緑
が
溢
れ
て
い
る
の
が

所
沢
市
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
緑
地
の
維

持
、
自
然
の
多
さ
が
保
た
れ
た
ら
よ
り
多

く
の
人
に
と
っ
て
長
く
住
み
続
け
た
い
、
魅

力
的
な
ま
ち
で
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
音
楽
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と
は

　

今
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
は
じ
め
、
デ
ジ

タ
ル
の
力
で
昔
は
聞
こ
う
と
思
っ
て
も
簡
単

に
聞
け
な
か
っ
た
よ
う
な
“
地
球
の
裏
側
の

音
楽
”
さ
え
気
軽
に
楽
し
む
事
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
音
楽
が
身
近
に
な
っ

た
反
面
、
日
常
的
に
“
生
演
奏
”
を
楽
し
む

習
慣
は
減
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
で
は
味
わ
え
な
い
“
空
気
の
振

動
”
が
伝
わ
る
よ
う
な
ラ
イ
ブ
演
奏
の
素

晴
ら
し
さ
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。

　

都
内
で
の
演
奏
が
中
心
で
す
が
、
私
の

母
親
を
含
め
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
遠
出

が
難
し
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
後

は
所
沢
で
の
活
動
も
増
や
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

所沢から
輝け！！ I N T E R V I E W 　No.41

\　所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人たちをご紹介　/

所沢市議会 広
聴
広
報
委
員
会

◎
石
本　

亮
三

長
谷
川
礼
奈

〇
山
口　

浩
美

松
本　

明
信

　

斉
藤
か
お
り

谷
口　

雅
典

　

神
戸　

鉄
郎

福
原　

浩
昭

　

中
井
め
ぐ
み

青
木　

利
幸

　

矢
作
い
づ
み

秋
田　
　

孝

◎
…
委
員
長　

〇
…
副
委
員
長

冬
の
所
沢
は
静

か
で
す
が
、
議
会

は
新
年
度
準
備

で
慌
た
だ
し
い

季
節
。
冷
た
い
風
の
中
に
、
春
へ

向
か
う
ま
ち
の
鼓
動
を
感
じ
て
い

ま
す
。	

（
神
戸
）

冬
議員たちの･･･

次の定例会議は２月１８日（水曜）から開催予定です。

所沢市出身
2007年からミュージカルでの演奏に参加。主な参加作品は「ミス・サイゴン」
「ライオンキング」「アナと雪の女王」「レ・ミゼラブル」など。
2009年から「ソロベースコンサート」を年に一回のペースで開催。
2025年には「SPY×FAMILY」「バグダッドカフェ」での演奏を務める。
ジャズの演奏を中心としながらも決してジャンルにとらわれる事無くエレキベース
とウッドベースを最大限に活用した幅広い音楽活動を目指して現在も精進中。

ところざわ市議会だよりは２月、５月、８月、１１月の１５日に発行。戸別配布でお届けしています。
配布のお問い合わせは、所沢市シルバー人材センター　☎２９２８－８６９５　FAX２９２４－０６３０ まで。

岸
きし

　徹
てつ

至
ゆき

 さん

小
学
生
の
頃
は
よ
く
し
も
や
け
を

つ
く
っ
て
い
た
私
は
寒
い
日
が
苦
手

で
す
。
で
も
、
温
暖
化
は
と
め
て
、

冬
ら
し
い
日
本
の
風
景
を
守
り
た

い
で
す
ね
。	

（
中
井
）

議
員
に
な
っ
て
気
づ
け
ば
３
年
。

体
重
だ
け
は
議
案
並
み
に
積
み
上

が
る
・
・
・
。
今
年
こ
そ
は
、
公
約

達
成
（
減
量
）
し
ま
す
！

	
(

長
谷
川)

１２月定例会議での議場コン

サートでは高
たかはし

橋奈
な お こ

保子さん(vo)

とのユニット「四
しじゅうから

十雀」として

演奏していただきました。


